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科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
診
療

所
）。
バ
イ
パ
ス
を
隔
て

て
大
型
商
業
施
設
・
わ
さ

だ
タ
ウ
ン
が
あ
る
。

　

同
市
の
わ
さ
だ
副
都
心

計
画
で
姿
を
変
え
る
ま

で
、
一
帯
は
田
畑
の
農
業

地
帯
だ
っ
た
。

　
「
夫
は
内
科
、
母
は
整

形
外
科
、
わ
た
し
は
息
子

を
小
児
科
に
連
れ
て
行
き

ま
す
」

　

同
市
大
道
町
の
主
婦
中

村
桂
子
さ
ん
（
36
）
と
そ

の
家
族
が
車
か
ら
降
り

た
。「
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の

病
気
や
け
が
に
合
わ
せ
た

お
医
者
さ
ん
が
い
ま
す

二
〇
〇
四
年 

　
　
　

六
月
九
日

か
か
り
つ
け
医
の
新
た
な
姿
探
る

４

新しい地域医療の形を提案す
るわさだメディカルタウンの
医師、看護師、事務員ら

　

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、
大
分
市
玉
沢
の
国
道

２
１
０
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
「
わ
さ
だ
メ
デ
ィ
カ
ル

タ
ウ
ン
」
の
看
板
が
上
が
っ
た
。

　

カ
ラ
フ
ル
な
建
物
七
棟
に
小
児
科
、
耳
鼻
科
、
整

形
外
科
、
眼
科
、
皮
膚
科
、
歯
科
、
内
科
リ
ウ
マ
チ



【大分を創る】第 4 部：地域医療を考える ❸ 　p. 3

し
、
総
合
病
院
よ
り
も
気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
か
ら
」。

　

中
村
さ
ん
は
今
年
四
月
、
会
社
員
の
夫
勝
則
さ
ん
（
42
）
の
転
勤
で
大
阪
市

か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
。「
病
院
も
医
院
も
知
ら
な
い
。
ど
こ
が
い
い
の
か
と
、

〝
か
か
り
つ
け
医
〟を
探
し
た
結
果
が
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
に
な
っ
た
」と
言
う
。

「
ど
う
も
調
子
が
良
く
な
い
。
何
が
原
因
な
の
か
、
専
門
の
医
師
に
診
て
も
ら

え
ば
安
心
で
き
る
」
と
勝
則
さ
ん
。

　

七
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
一
薬
局
が
並
ぶ
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
診

療
科
目
を
合
わ
せ
る
と
、
総
合
病
院
の
よ
う
に
な
る
。
副
都
心
計
画
を
見
越
し

て
、
安
東
調
剤
薬
局
（
同
市
）
の
安
東
哲
也
代
表
（
52
）
が
土
地
を
確
保
し
、

医
師
に
開
院
を
持
ち
掛
け
た
。「
病
気
の
人
は
そ
れ
が
治
る
と
聞
け
ば
、
ど
こ

に
で
も
出
掛
け
る
。
何
よ
り
も
、
が
ん
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
で
専
門
医
志
向

が
強
く
な
っ
た
」。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
の
医
師
は
、か
つ
て
は
県
立
病
院
や
大
分
赤
十
字
病
院
、

大
分
医
大
付
属
病
院
な
ど
総
合
病
院
の
勤
務
医
。
内
科
リ
ウ
マ
チ
科
の
大
塚
栄

治
医
師
（
51
）
は
「
効
果
的
な
薬
の
開
発
で
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
に
必
ず
し
も
入

院
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
。
専
門
医
と
し
て
の
医
療
を
進
め
た
い
」と
話
す
。

　

タ
ウ
ン
に
は
入
院
設
備
が
な
い
。「
今
の
医
学
部
は
医
局
・
講
座
が
細
分
化
し

て
お
り
、
必
然
的
に
専
門
医

と
な
っ
た
。
入
院
は
出
身
病

院
に
依
頼
す
る
な
ど
他
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
や
病
院
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
」
と
皮
膚
科
の
三
浦
芳

子
医
師（
39
）。〝
専
門
〟と〝
連

携
〟
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
域

医
療
を
考
え
た
い
と
言
う
。

県と大分市の一般診療所（クリニック）数の推移
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都
市
部
で
は
病
院
、
診
療
所
間
の
競
争
も
目
立
っ
て
き
た
。
同
市
椎
迫
の
伊

東
啓
医
師（
55
）は「
九
○
年
の
開
業
時
は
校
区
で
八
番
目
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
っ

た
が
、
現
在
は
十
七
。
周
辺
だ
け
で
も
競
争
原
理
が
働
い
て
い
る
の
に
、
わ
さ

だ
で
す
か
…
」
と
苦
笑
す
る
。

　

伊
東
医
師
は
、
今
も
本
耶
馬
渓
町
で
現
役
医
師
の
父
親
（
82
）
が
往
診
に
出

掛
け
る
姿
を
見
て
育
っ
た
。
専
門
は
放
射
線
科
だ
が
、
医
院
に
は
内
科
、
循
環

器
科
、
放
射
線
科
と
多
く
の
診
療
科
目
を
掲
げ
て
い
る
。

　
「
わ
た
し
は
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
。
専
門
性
も
大
事
だ
が
、
人
間
の
体
は

も
っ
と
総
合
的
な
も
の
だ
。〝
木
を
見
て
森
を
見
ず
〟
で
は
見
え
る
も
の
も
見

え
な
い
、
治
る
も
の
も
治
ら
な
い
」。

　

地
域
の
か
か
り
つ
け
医
は
ど
う
な
る
の
か
。
団
地
住
民
の
増
加
、
核
家
族
化

な
ど
、
希
薄
化
す
る
地
域
の
変
質
も
あ
る
。
伊
東
医
師
は
「
地
域
を
知
り
、
患

者
を
知
る
中
か
ら
、
新
た
な
家
庭
医
像
を
探
っ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

　
「
日
田
に
住
ん
で
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
お
か
げ
で
命
が
助
か
っ
た
ん
で

す
か
ら
」。
五
十
代
半
ば
の
男
性
は
一
年
前
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
た
。

　

昨
年
六
月
、
日
田
市
の
職
場
に
転
勤
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
仕
事
中
、
突
然
、

気
分
が
悪
く
な
っ
た
。
胸
が
熱
く
、心
臓
に
強
い
圧
迫
感
。
心
筋
こ
う
そ
く
だ
っ

た
。
同
僚
に
車
で
十
分
の
医
院
に
送
っ
て
も
ら
う
と
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
意
識
を

失
っ
た
。

　

医
師
に
よ
る
心
臓
へ
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
意
識
が
戻
っ
た
。
運
良
く
、
医
院

に
は
久
留
米
大
学
病
院
（
福
岡
県
久
留
米
市
）
か
ら
の
派
遣
医
が
い
た
。「
緊

救
命
の
切
り
札
　
行
政
が
足
か
せ
に

５

二
〇
〇
四
年 
　
　
　

六
月
十
日
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急
に
治
療
が
必
要
」
と
久
留
米
大
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
た
。

　
「
救
急
車
で
三
隈
川
河
川
敷
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
着
く
と
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

待
っ
て
い
た
。
心
臓
は
止
ま
っ
て
か
ら
五
分
が
勝
負
。
意
識
を
失
っ
た
場
所
、

ヘ
リ
が
飛
ん
で
来
た
幸
運
が
重
な
り
ま
し
た
」
と
医
師
。

　

ヘ
リ
は
、福
岡
県
と
厚
生
労
働
省
の
事
業
で
久
留
米
大
が
運
営
す
る
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
だ
。
出
動
ま
で
わ
ず
か
三
分
。
医
師
と
看
護
師
が
同
乗
し
時
速
二
百
三
十

キ
ロ
で
飛
ぶ
。
久
留
米
・
日
田
間
は
十
二
分
。
男
性
は
発
病
か
ら
約
四
十
五
分

「ドクターヘリ」で久
留米大学病院の高度
救命救急センターに
搬送される患者＝久
留米大学病院

以
内
で
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
着
い
た
。
日
田
市
に
は
高
度
な

〝
救
命
医
療
〟
が
行
え
る
医
療
機

関
は
な
い
。
ほ
か
に
手
当
て
を
受

け
る
と
す
れ
ば
、
大
分
市
内
の
医

療
機
関
と
な
る
。
男
性
は
「
大
分

市
だ
っ
た
ら
間
に
合
わ
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
」
と
話
す
。

　

県
内
へ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動

は
二
〇
〇
二
年
度
十
四
件
、
〇
三

年
度
三
十
四
件
。
い
ず
れ
も
命
を

救
う
こ
と
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
だ

が
、
実
は
、
今
年
六
月
以
降
は
県

内
に
飛
来
し
な
く
な
っ
た
。「
久

留
米
大
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
活

用
す
る
予
定
は
な
い
。
救
急
車
で

対
応
で
き
な
い
場
合
は
県
央
空
港

（
大
野
町
）
の
県
防
災
ヘ
リ
を
使

う
」
と
県
医
務
薬
事
課
。
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
ど
う
な
る
の
か
。久
留
米
大
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
、

坂
本
照
夫
教
授
は
「
病
院
間
の
連
携
で
大
分
県
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
出
動
さ
せ

て
い
た
。
行
政
間
の
か
か
わ
り
、
運
用
費
の
負
担
問
題
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
。
道
路
事
情
が
よ
く
な
い
中
山
間
地
で
は
、
い
つ
も
医
師
が
搭
乗
す
る
ヘ
リ

が
威
力
を
発
揮
す
る
の
だ
が
…
」
と
話
す
。

　

救
命
か
ら
回
復
へ
。
湯
布
院
厚
生
年
金
病
院
（
湯
布
院
町
）
で
は
、
日
田
市

の
貴
志
浩
平
さ
ん
（
34
）
が
機
能
回
復
訓
練
を
続
け
て
い
る
。
〇
一
年
十
二
月
、

交
通
事
故
で
脳
挫
傷
、
く
も
膜
下
出
血
、
頭
が
い
骨
骨
折
の
重
傷
。
一
命
は
取

り
留
め
た
が
、
左
半
身
は
ま
ひ
、
物
忘
れ
も
激
し
い
。「
家
に
帰
っ
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
…
。
そ
れ
が
一
番
で
す
か
ら
」。
言
葉
が
不
自
由
な
貴
志
さ
ん
に
代

わ
っ
て
、
母
親
の
キ
ヨ
ミ
さ
ん
（
76
）
が
そ
う
話
し
た
。

　

同
病
院
に
は
県
内
で
数
少
な
い
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
が
あ
る
。
心
疾
患
や

脳
卒
中
、
事
故
な
ど
で
一
命
を
取
り
留
め
た
人
た
ち
が
手
や
足
、
言
語
の
機
能

回
復
訓
練
に
励
ん
で
い
る
。
病
床
数
二
百
九
十
七
、
理
学
療
法
・
作
業
療
法
士

◇地域リハビリテーション
　運動機能の回復だけでなく、高齢者や障害者が地
域で生き生きと安心して暮らせる環境づくりを進め
る考え方。県内では、各保健医療圏ごとに県地域リ
ハビリテーション広域支援センター（病院など）が
ある。地域リハ調整者の養成や人材マップ作成、合
同研修会などが始まっている。

は
計
約
七
十
人
。
全
国
で
も
二
十
指
に
入
る
リ
ハ

ビ
リ
専
門
病
院
だ
。
毎
月
約
四
十
人
が
退
院
。
七

割
が
自
宅
に
戻
り
、在
宅
生
活
を
始
め
る
と
い
う
。

　
「
病
気
や
事
故
か
ら
助
か
っ
た
命
を
自
宅
や
地

域
で
支
え
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。
完
全
な
機

能
回
復
は
無
理
で
も
、豊
か
な
人
生
は
過
ご
せ
る
。

地
域
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
つ
く
り
た
い
」
と

有
田
真
院
長
。

　

昨
年
夏
、
同
病
院
は
県
の
県
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
た
。
専

門
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
に
広
め

て
い
く
考
え
だ
。
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■オオイタデジタルブックとは
　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と
学校法人別府大学が、大分の文化振興の一助とな
ることを願って立ち上げたインターネット活用プ
ロジェクト「NAN-NAN（なんなん）」の一環です。
　NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承して
いくうえで重要な、さまざまな文書や資料をデジ
タル化して公開します。そして、読者からの指摘・

追加情報を受けながら逐次、改訂して充実発展を
図っていきたいと願っています。情報があれば、
ぜひ NAN-NAN 事務局にお寄せください。
　NAN-NAN では、この「大分を創る」以外にも
デジタルブック等をホームページで公開していま
す。インターネットに接続のうえ下のボタンをク
リックすると、ホームページが立ち上がります。
まずは、クリック！！！

別 府 大 学大分合同新聞社

ⓒ 大分合同新聞社

デジタル版「大分を創る」　その 16
編集　　　　   大分合同新聞社
初出掲載媒体  大分合同新聞（2003 年 6 月 29 日～ 2005 年 11 月 5 日）

《デジタル版》
 2010 年 8 月 27 日初版発行
編集　大分合同新聞社
制作　別府大学メディア教育・研究センター 地域連携部／川村研究室
発行　NAN-NAN 事務局  
　　   （〒 870-8605 大分市府内町 3-9-15 大分合同新聞社  企画調査部内）

ⓒ 大分合同新聞社

●デジタル版「大分を創る」について
　「大分を創る」は、大分合同新聞社が NHK 大分放
送局との共同企画として 2003 年 6 月から 2005 年
11 月まで、同紙に掲載した連載記事。今回、デジ
タルブックとして再構成し、公開する。登場人物の
年齢をはじめ文中の記述内容は、新聞連載時のもの。
2010 年 5 月 14 日　  　　　      NAN-NAN 事務局
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